
地球温暖化対策実行計画の実施状況について
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資料５

１ 熊本連携中枢都市圏地球温暖化対策実行計画の概要

経緯 ・2020年 「2050年温室効果ガス排出実質ゼロ」を目指すことを共同宣言

・2021年 「熊本連携中枢都市圏地球温暖化対策実行計画」を共同策定

・住民、事業者、行政が一体となって地域の温室効果ガス排出量の削減に取り組む。

・エネルギーの地産地消など持続可能な「地域循環共生圏」の実現を目指す。
目的

2021年度（令和３年度）
～2025年度（令和７年度）

期間

対象 熊本連携中枢都市圏の行政区域全体
（令和3年3月時点の１８市町村）

・地球温暖化対策推進法第21条に基づく温室効果ガス排出量削減に関する計画

計画対象範囲 （令和3年3月時点の熊本連携中枢都市圏）
※現在は、山鹿市と玉名市が加入



▲33％
▲40％

実質
ゼロ

温室効果ガス排出量削減目標
基準年度（２０１３年度） ９９７.0万ｔ-CO2
①短期目標 （2025年度)：33％以上削減 ６６５.２万ｔ-CO2
②中期目標 （2030年度)：40％以上削減 ５９８.２万ｔ-CO2
③長期目標 （2050年度)：排出量実質ゼロ ４２.８万ｔ-CO2

内訳
温室効果ガス
削減量

（万t-CO2）

18市町村の施策
による削減

12.8

国・自治体の施策の
波及効果による削減

44.2

合計 57.0

◆２０２５年度目標の削減の考え方

１．再生可能エネルギーの利用促進と災害への対応

２．省エネルギーの推進とエネルギーの効率的な利用

３．脱炭素に向けた都市機能と資源循環社会の構築

４．豊かな自然環境の保全と住民の生活の質の向上

５．環境意識の向上と環境投資の推進

基本方針

目標
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▲３９．５％

熊本市域

基準
年度
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２ 温室効果ガス排出状況

○２０１９年度の温室効果ガス排出量は以下のとおりで、2025年目標（▲33%）を達成。
都市圏域：646.5万t-CO2（基準年度比：▲３５．２％）
熊本市域：325.9万t-CO2（基準年度比：▲39．5％）

○２０３０年・２０５０年の目標に向け、引き続き家庭や業務部門の省エネや再エネ普及を促進すると
ともに、削減率が少ない運輸部門の取組の強化が必要。

温室効果ガス排出量の推移

※都市圏では、各市町村の特徴が反映できるよう事業所排出量等を可能な
限り積上法で行っており、算出できる最新年度は2019年度である。

▲３５．２％

都市圏域

基準
年度

短期
目標

（▲３３％）



《住民・事業者の取組促進》

○省エネ機器等の導入補助 （ZEH：６0件、エネファーム：６７件、高断熱窓改修：３２件、省エネ家電420件） ［熊本市］

〇省エネルギー建築物の普及促進 （低炭素建築物：１１５件、CASBEE熊本：２６件） ［熊本市］

○事業者向け省エネ設備導入補助（LED：12件、エアコン：9件、冷蔵庫：2件等）［熊本市］

《公共施設の取組》

○市有施設等のLED化 ［熊本市ほか13市町］
（熊本市（R4）：公共建築物1,128施設のLED化（R5.9完了））

〇送水ポンプにおけるインバータ制御の導入 [熊本市］

〇公共施設ZEB化の検討 [熊本市・山都町］

《住民・事業者の取組促進》

○太陽光発電設備・蓄電池等の導入補助 （熊本市：太陽光発電設備・蓄電池各150件） ［熊本市ほか4町］

《公共施設の取組》

○公共施設における太陽光発電設備の拡充・運用 ［熊本市ほか９市町］
（熊本市（R4）：配水池3箇所（万日山・岩倉山・徳王）に導入）

○公共施設における蓄電池の拡充 ［熊本市ほか5市町］
（熊本市（R4）：桜の馬場城彩苑、東区役所に導入）
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３ アクションプランの実施状況 （R４年度の主な実績）

基本方針１ 再生可能エネルギーの利用促進と災害への対応

基本方針２ 省エネルギーの推進とエネルギーの効率的な利用

万日山配水池に導入した太陽光発電

北区役所のＬＥＤ化



〇テレビ、ラジオ、SNS等の媒体を活用した地球温暖化
に資する行動変容を促す啓発・広報 [都市圏]

〇脱炭素経営セミナーの開催 [熊本市］

〇環境教育の推進 [熊本市ほか6市町村］

○グリーン/ブルーボンド導入の検討 [熊本市］

《地下水保全》

○雨水貯留施設や雨水浸透施設の設置費助成 ［熊本市ほか１０市町村］

〇森づくりの推進（森林の間伐、整備等） ［熊本市ほか13市町村］

《脱炭素型モビリティ社会の実現》

○市民・事業者へのエコカー導入補助 （１０0件） ［熊本市］

〇バス網再編・パーク＆ライド等による公共交通機関への転換 ［熊本市ほか８市町村］

〇シェアサイクル実証実験の開始 ［熊本市］

《廃棄物の適正処理と資源循環》

〇プラスチック製容器包装の分別収集・リサイクル ［熊本市］

○バイオディーゼル燃料や廃食油の活用 ［熊本市ほか12市町村］
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基本方針３ 脱炭素に向けた都市機能と資源循環社会の構築

基本方針４ 豊かな自然環境の保全と住民の生活の質の向上

基本方針５ 環境意識の向上と環境投資の推進

シェアサイクルサービス「チャリチャリ」

脱炭素経営に関するセミナー 中学校での環境教育
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4 施策による温室効果ガス削減量

〇2022年度の都市圏市町村の施策による温室効果ガス削減量は７５,２８１ t-CO2で、２０２５年
度の削減目標の128,000 t-CO2の約６割となった。

基本方針

都市圏市町村の施策による
２０１９年度からの温室効果ガス排出量の削減量

（t-CO2)

熊本連携中枢都市圏 ２０２５年度
目標目安（内訳）熊本市

基本方針１ 再エネの利用促進 ２３,６８４ ２１,５２３ ４３,000

基本方針２ 省エネの推進 ２７,８３３ 30,865 ２１,000

基本方針３ 都市機能・資源循環 ６,１１２ １,０６３ ２０,000

基本方針４ 自然環境保全 （※）－1,５５０ （※）－５７１ ７,000

基本方針５ 環境意識の向上 1９,２０２ 1７,３８９ ３７,000

合計 ７５,２８１ ７０,２６９ １２８，０００

５ 今後の方針

○住民や事業者の行動変容の促進 （各種媒体を活用した広報やセミナー、補助等による）

〇市町村有施設の電力の脱炭素化の推進

（環境省「重点対策加速化事業」へ応募し、 太陽光発電設備の整備や省エネルギー化の事業を推進）

〇熊本連携中枢都市圏地球温暖化対策実行計画の改定

（現計画の計画期間は令和７年度末までであるため、令和６年度から改定作業に着手）

※生活用水使用量の増加、森林経
営活動を実施した場合の国の吸
収係数の見直しにより、増加した
もの。
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